
ワ
ン
マ
ン
の
失
敗
原
因
に
つ

い
て
、
亡
三
鬼
陽
之
助
が
書
い

て
い
ま
す
。

①
没
落
寸
前
ま
で
ワ
ン
マ
ン
の

火
を
消
さ
な
い
。

②
偶
然
の
成
功
を
あ
た
か
も
自

分
の
実
力
の
ご
と
く
錯
覚
、
過

信
す
る
。

③
事
業
の
転
換
の
必
要
性
に
気

付
か
ず
、
ま
た
気
付
い
て
も
実

行
し
な
い
。

④
相
手
を
知
ら
な
い
た
め
、
あ

る
い
は
軽
視
、
楽
観
し
た
。

⑤
事
業
に
対
し
て
保
険
の
必
要

性
を
知
ら
ず
、
知
っ
て
い
て
も

し
て
い
な
い
。

「
保
険
」
は
、
す
べ
て
の
仕

事
、
事
業
に
共
通
し
た
、
危
険

負
担
の
回
避
で
す
。
真
坂
の
不

可
抗
力
や
、
想
定
外
を
担
保
す

る
「
ヘ
ッ
ジ
」
で
す
。
確
実
な

利
益
を
確
定
し
、
積
み
重
ね
る

為
で
あ
る
。

事
業
は
失
敗
が
続
く
ゲ
ー

ム
と
割
り
切
り
、
失
敗
は
出

来
る
だ
け
小
さ
く
す
る
こ
と
。

基
本
は
迷
い
が
生
じ
た
ら
、

一
旦
撤
収
。
損
失
を
確
定

（
困
難
）
。

最
悪
か
ら
逃
れ
る
為
、
認

識
し
て
い
れ
ば
ヘ
ッ
ジ
の
考

え
方
は
す
べ
て
に
共
通
す
る
。

保
険
会
社
だ
け
が
保
険
で
な

い
。
当
事
務
所
も
ヘ
ッ
ジ
の

一
部
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
保
険
で
す
。

す
で
に
十
分
に
考
え
ら
れ
て

い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
実

行
す
る
前
、
第
三
者
の
話
を

聞
く
、
相
談
の
習
慣
は
貴
重

で
す
。
想
定
外
を
想
定
。

そ
し
て
考
え
選
択
で
す
。

最
高
の
予
言
者
は
過

去
。
過
去
の
集
約
が
人

類
の
歴
史
、
し
か
も
失

敗
の
歴
史
で
す
。

成
功
は
一
時
、
失
敗
の
連
続
が

歴
史
だ
。

自
然
は
「
神
」
の
文
化
が
日

本
に
あ
る
。
自
然
を
畏
れ
謙
虚

に
学
ぶ
国
民
性
が
あ
る
。

会
社
の
真
理
は
「
他
利
」
に

あ
り
。
生
活
の
糧
、
従
業
員
の

会
社
。
株
主
で
は
絶
対
に
な
い
。

創
業
し
た
会
社
思
想
は
、
押

し
な
べ
て
キ
リ
ス
ト
教
的
、
欧

米
思
想
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も

独
善
、
ワ
ン
マ
ン
の
匂
い
が
強

く
な
り
、
謙
虚
さ
を
失
い
が
ち
、

そ
れ
は
立
派
な
「
公
害
」
。

官
僚
が
書
く
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

「
三
本
の
矢
」
は
一
本
で
も
的

を
外
せ
ば
日
本
が
瓦
解
へ
と
向

か
う
。
そ
れ
を
オ
バ
マ
氏
は
分

か
っ
て
い
る
か
ら
米
国
の
都
合

が
最
優
先
す
る
。
地
政
学
上
か

ら
も
、
米
は
日
本
の
弱
体
化
を

こ
れ
以
上
、
望
ん
で
い
な
い
。

中
国
の
覇
権
が
自
分
達
の
衰

退
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

当
然
為
替
に
つ
い
て
、
米
国
か

ら
雑
音
が
少
な
い
理
由
で
す
。

敗
戦
に
お
い
て
、
吉
田
茂
の

選
択
と
動
機
は
適
切
だ
っ
た
と

思
う
。
そ
れ
か
ら

60年
を
過
ぎ
、

政
府
日
銀
の
金
融
政
策
、
経
済

（
為
替
）
敗
戦
で
す
。

こ
れ
ま
で
世
界
の
総
力
戦
は

４
年
で
決
着
し
て
い
る
。

官
僚
に
支
配
騙
さ
れ

20年
の
衰

退
。今
回
の
「
選
択
」
は
、
敗
戦

時
の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
。
「
陽

は
沈
む
」
？
。

久
し
ぶ
り
の
政
治
家
？
し
た
た

か
に
独
立
国
家
の
立
ち
回
り
を

期
待
し
た
い
。

安
倍
氏
が
し
ゃ

ぶ
り
尽
さ
れ
る

宿
命
は
誤
り
か
、

し
ば
ら
く
は
様

子
を
眺
め
た
い

も
の
で
す
。
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菅
直
人
前
首
相
「
増
税
す
れ
ば

経
済
成
長
す
る
」
。
枝
野
幸
男
前

官
房
長
官
「
利
上
げ
す
れ
ば
景
気

回
復
す
る
」
。
当
時
か
ら
内
閣
は

「村
」の
一
員
に
見
え
て
い
た
。

上
京
す
れ
ば
分
り
ま
す
。

毎
日
、
都
電
の
飛
び
込
み
自

殺
、
都
会
の
日
常
感
覚
に
付
い
て

い
け
ま
せ
ん
。

今
度
の
「
三
本
の
矢
」
も
官
僚
と

省
庁
の
バ
ラ
マ
キ
、
既
得
権
益
が

優
先
し
、
当
然
シ
ロ
ア
リ
利
権
の
復

活
が
想
定
で
き
る
。

日
銀
が
、
失
業
、
倒
産
、
自
殺
を

こ
こ
ま
で
増
や
し
た
、
認
識
と
責

任
感
を
ま
っ
た
く
感
じ
な
い
。

不
況
の
最
大
要
因
が
円
高
の
為

替
レ
ー
ト
だ
。
こ
れ
は
マ
ネ
ー
の
供

給
量
に
あ
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
日

銀
が
権
益
擁
護
の
制
限
を
繰
り
返

し
た
の
が
、
「円
高
デ
フ
レ
不
況
」の

本
質
で
あ
る
。

今
回
の
財
務
省
案
「
信
託
銀
行
」

千
五
百
万
円
の
教
育
資
金
の
贈
与

預
託
は
、
利
権
構
造
そ
の
も
の
、

「事
実
は
見
え
る
」が
、
「本
質
は
見

え
な
い
」も
の
で
あ
る
。

経
験
的
、
事
象
的
、
実
在
的
な

背
景
を
自
分
で
考
え
、
本
質
を

洞
察
す
る
。
細
部
を
認
知
す
る

こ
と
で
現
実
が
理
解
で
き
る
。

あ
り
の
ま
ま
の
現
場
と
現
実
を

直
観
す
れ
ば
背
景
の
本
質
に
気
付

く
、
即
ち
「神
も
、
悪
魔
も
細
部
に

宿
る
」。


